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全国各地で様々な社会課題に挑むプロ

ジェクト実習の中から、自分の興味関心に

合ったものを自由に選び参加することが

可能。将来に向けてさらなる専門性を高め

ていきます。

すべてのプロジェクトが歩調を合わせ、1年

間（2セメスター）をかけて実施されます。

期間内で成果を出すことが求められるため、

メリハリをつけて活動することができます。

単位認定される正課選択科目の位置付け

で、そのプロジェクトの分野に関する専門

的な知見を持つ担当教員の下、共に参加

する仲間たちと全力で取り組むことができ

ます。

「学生が地域に参加して、地域が大学に参加する」コミュニティ・ベースド・ラーニングの

考え方をベースに、座学の知識を現場で実践する正課選択科目がプロジェクト実習です。

プロジェクトにより内容やプロセスは異なりますが、流れの一例としては、まず、学生同士は

もちろん、企業や団体、地域の方々も含めたディスカッションを行い、その内容を実現する

ためのグループワークを実施。そしてその議論の内容をもとに、課題解決のための提案を

プレゼンテーションし、最後にはその成果を公表する報告書を提出することもあります。これ

らの活動に１年間かけて取り組むことで、実社会で役に立つ協働力や統率力、課題発見

力や計画立案力等が身についていくのです。人間社会学部ではこれまでにも数多くのプロ

ジェクトを実施しており、その種類や地域は年々拡大しています。自分の興味関心を深め

るプロジェクト実習に参加して、自分そして地域の豊かな未来をひらきましょう！

※アクティブラーニングとは学生が能動的に考え学習する教育法の
ことで、プロジェクト実習も当てはまります。
※新型コロナウイルス感染拡大につき中止になったものも含まれます。

過去4年間における
アクティブラーニング募集件数※

座学の知識を現場で実践！ 実践から得た気づきを座学で検討！

授業で学んだ知識を現場で実践する正課選択科目

プロジェクト実習 キャンパスが位置する市川市内はもちろん、それ以外の地域で実施されるプロジェクト実習も豊富に用意しています。

こちらのプロジェクト実習マップを参考に、自分が興味のある活動をチェックしてみましょう！

自由に選択できる！

Point 01 Point 02

1年間かけて挑む！

Point 03

単位に認定される！

学びの分野３つのポイント

学びの分野プロジェクト実習マップ

学びの分野学び方

授業で学ぶ 現場で実践

※2023年度実施の活動内容のため、今後変更になる可能性があります。

ぶどうの収穫、選別、箱詰め、出荷等を体験し、地域資源を活かしたまちづくりを考える。

農村ツーリズム 岩手県    花巻市

商品開発やコミュニティ支援を通じて、震災と原発事故を経験した福島の復興に挑戦する。

福島ホープツーリズム 福島県    浪江町

現地へ実際に赴き「あるく・みる・きく」を通して、観光まちづくりの方法を学ぶ。

まちなみ塾 栃木県    栃木市
千葉県    香取市

学生と地域住民が世代や国籍を越えて交流し、地域が抱える課題の解決に挑戦する。

さんむ地域活性化プロジェクト 千葉県    山武市

都心でありながらも、豊かな地域資産・文化を継承する日本橋のさらなる活性化に挑む。

日本橋浜町まちづくり 東京都    中央区

市川地方卸売市場で開催される、マルシェの運営や企画の提案等を実施する。

❶ いちかわごちそうマルシェ

食品ロスを無くすことを目標に、フードパントリーを企画・運営する。

❷ CUCフードバンク

江戸川河川敷を中心に開催される、アートと音楽のイベント運営に携わる。

❸ エドロック・カワミュー

CUCの学生がアクセスしやすい形で防災に関する情報を周知していく。

❹ 国府台を守り隊！

大学が地域のシンボルになるように、学生が主体と
なって大学敷地内を清掃し、美しく整える。

❺ Clean! Up! Club!

地域住民の方々の依頼に基づき、有償ボランティアとして
生活支援を行う。

❻ よろず隊

認知症の啓発イベントとして一般市民が行うタスキリ
レーの運営をサポートする。

❼ オレンジスマイルいちかわ2023

子どもが生き生きと活躍することをめざした、コミュニティ
食堂を運営する。

❽ ラ・フェリーチェ

パラスポーツ（ボッチャ）を通して、バリアのない社会の
あり方や課題を学ぶ。

❾ ゆめ旅KAIGO! Next Action

「ウェルビーイング概論」や「社会学の世界」等の入門科目、さらに

「環境経済学」、「現代文化論」、「まちづくり論」をはじめとする各

コースの専門科目等、座学で知識をインプットすることは、社会課題

の解決に挑む上で欠かせません。授業の学びを通して、社会の仕組

みに対する理解や各分野に関する専門知識を深めます。

授業で学んだ理論や知識を、プロジェクト実習をはじめとする現場

でアウトプットします。様々な現場での実践経験を重ねることで、実感

ある学びが得られるでしょう。そして、現場での実践から得られた気

づきを座学で検討する、このサイクルを繰り返すことで、学生一人ひとり

の成長を加速させるとともに、より良い未来を実現していきます。

84




